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2011年度九州の観光消費推計額、２兆５千億円 

  

このたび九経調では、九州新幹線全線開業後の観

光消費額の推計を行った。推計対象期間は、2011年

度（2011年４月～12年３月）である。観光庁「宿泊

旅行統計」をベースに2012年１月末までに公表され

ている統計およびアンケート、事業者へのヒアリン

グなどの情報をもとに、３月末までの推計を行って

いる。なお日帰り客数に関しては把握が困難である

ことから、宿泊客数と日帰り客数の比率を過去の実

績で固定し、宿泊客数と連動して推移すると仮定し

た。また九州内外での交通費の算出も難しいことか

ら、交通費を除いた消費額の推計である。 

  

 

 

  

 推計の結果、2011年度の九州７県での観光消費額

（九州内外での交通費を除く）は、２兆 4,900 億円

となった。うち宿泊客は 7,500 億円、日帰り客は１

兆6,800億円、訪日外国人客は600億円である。2011

年度は客数、旅行単価ともに伸びているため、同様

の推計方法で算出した 10 年度の観光消費額（２兆

2,400 億円）と比較すると、約 11％程度の大幅な増

加となる。 

 これを九州の域内総生産額（内閣府「県民経済計

算（2008年度）」）と比較すると、観光消費額の規模

は域内総生産額の5.3％に相当する。 

 

観光消費額の推計方法 

● 2011年度（2011年４月～12年３月）の観光客数（宿泊客数・日帰り客数・訪日外国人客）に、１人当り観光消費額
（旅行中支出（交通費除く））を乗じて観光消費額を算出した。 

● 観光客数のうち宿泊客数は、観光庁「宿泊旅行統計」の実宿泊者数を用いた。現時点で集計が実施されていない2011
年10月～12年３月の実宿泊者数については、当会が四半期ごとに実施している「九州の観光・レジャーに関するア
ンケート」や事業者へのヒアリング、各県の観光統計などを参考に推計を行った。 

● 日帰り客数は、2010年の各県観光統計より、県内の宿泊客数・日帰り客数の比率を算出し、その比率を固定したま
ま宿泊客数の増減と連動して推計した。日帰り客数を集計していない県は、九州他県の平均値を代入した。 

● 訪日外国人客数は、観光庁「宿泊旅行統計」の外国人実宿泊者数を用いた。2011年10月～12年３月の数値は、宿泊
客数と同様の推計を行った。 

● １人当り観光消費額は、宿泊客・日帰り客については、観光庁「旅行観光消費動向調査（2009年）」の購入単価（全
国平均）をもとに、 2010年度・11年度の九州の旅行単価を作成した。 訪日外国人客は、観光庁「訪日外国人消費
動向調査」の単価（九州）を用いた。いずれも、九州内外の交通費、および九州に関連のない費目（スキー代、携帯
電話通話料など）は除いている。 

● 本推計で用いた2011年度の１人当り観光消費額単価は、宿泊客21,597円、日帰り客6,068円、訪日外国人客61,825
円である。なお2010年度は宿泊客19,276円、日帰り客5,628円、訪日外国人客61,825円である。 

レポートの詳細は、九州経済調査月報2012年３月号（当会会員限定）をご覧下さい


